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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,516,293 4,292,622 9,338,347

経常利益 (千円) 74,644 75,946 173,082

四半期(当期)純利益 (千円) 30,496 31,376 46,309

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 145,238 126,925 209,113

純資産額 (千円) 2,618,799 2,638,841 2,682,674

総資産額 (千円) 6,293,318 6,371,803 6,717,728

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 9.55 9.83 14.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.4 41.2 39.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 157,566 △28,002 665,897

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,861 △79,767 △171,139

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △103,872 △84,602 △140,546

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 734,371 950,379 1,142,750

　

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 13.22 5.60

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興需要等を背景として緩やかに回復

傾向にあるものの、海外景気の先行き不透明感の広まりと欧州での財政危機及び円高の長期化等の影響

により、先行きの見通せない状況であります。

物流業界におきましては、震災による影響は回復傾向にあるものの、超円高による輸出貨物取扱量の減

少に加えて、国内消費の需要減により国内貨物の輸送量は、依然として低迷状況が続いております。

こうした環境のなか、当社グループにおきましては、引き続き採算管理と営業力を強化し売上の拡大に

努めてまいりましたが、タンク洗滌・修理事業における前第１四半期連結会計期間より発生した震災復

興需要が終了したことなどにより、売上高は4,293百万円と前年同四半期と比べ224百万円（△5.0％）の

減収となりました。

次に損益面につきましては、タンク洗滌・修理事業における減益により、営業利益は33百万円（前年同

四半期営業利益48百万円）となりました。なお、震災で被災した機械装置等の買換えによる補助金収入等

により経常利益は76百万円（前年同四半期経常利益75百万円）となり、四半期純利益は31百万円（前年

同四半期純利益30百万円）となりました。

なお、セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　石油・ドラム缶等販売事業

石油販売においては、販売数量の増加により増収増益となりましたが、ドラム缶等販売においては、

石油業界への再生缶の販売数量は増加したものの、その他の販売数量は大きく減少し、減収減益となり

ました。結果として、売上高は1,741百万円と前年同四半期と比べ7百万円（0.4％）の増収となり、セグ

メント利益（営業利益）は24百万円と前年同四半期と比べ4百万円（△14.6％）の減益となりました。
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②　貨物自動車運送事業

化学品輸送における主要取引先の輸送数量減少により減収となったものの、燃料費等の削減に加え、

車両賃借料等の固定費削減効果により、結果として、売上高は1,639百万円と前年同四半期と比べ49百

万円（△2.9％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は99百万円と、前年同四半期と比べ19百

万円（24.5％）の増益となりました。

③　港湾運送及び通関事業

長期に亘る欧州債務危機による超円高や海外景気の下振れ及び国内消費の需要減等による輸出入取

扱量の減少による売上高の減少、また、輸送安全対策費用発生による原価の増加等により、結果として、

売上高は287百万円と前年同四半期と比べ4百万円（△1.5％）の減収となり、セグメント損失（営業損

失）は2百万円と前年同四半期と比べ6百万円の減益となりました。

④　倉庫事業

取引先毎の荷動きにばらつきはあるものの、主要取引先は好調に推移し、結果として、売上高は246百

万円と前年同四半期と比べ2百万円（0.9％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は49百万円

と前年同四半期と比べ13百万円（37.1％）の増益となりました。　

⑤　タンク洗滌・修理事業

前第１四半期連結会計期間より発生した震災復興需要が終了した事による売上高の減少、また、通常

工事へ移行した事による利益率の低下及び設備投資による原価の増加等により、結果として、売上高は

379百万円と前年同四半期と比べ180百万円（△32.2％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）

は17百万円と前年同四半期と比べ37百万円（△69.1％）の減益となりました。　

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前第２四半期連

結累計期間に比べ216百万円増加し、950百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間において、営業活動によって使用された資金は28百万円（前年同　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　四半期158百万円の獲得）となりました。前年同四半期からの変動は主に、売上債

権及び仕入債務の減少、並びに法人税等の支払額が増加したことによるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間において、投資活動によって使用された資金は80百万円（前年同四半期

108百万円の使用）となりました。前年同四半期からの変動は主に、有形固定資産の取得による支出が

減少したことによるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間において、財務活動によって使用された資金は85百万円（前年同四半期

104百万円の使用）となりました。前年同四半期からの変動は主に、長期借入金の返済による支出が減

少したことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,200,000 3,200,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 3,200,000 3,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 3,200,000 ― 160,000 ― 1,072
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＪＸホールディングス株式会社 東京都千代田区大手町２－６－３ 977 30.54

石田　春久 京都府京都市中京区 177 5.54

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人)資産管理サービス
信託銀行株式会社

東京都千代田区丸ノ内２－１－１
(東京都中央区晴海１－８－12)

160 5.00

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸ノ内２－７－１ 159 4.97

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
(常任代理人)日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社

東京都千代田区丸ノ内１－４－５
(東京都港区浜松町２－11－３)

159 4.97

京北倉庫株式会社 東京都北区堀船２－30－３ 157 4.89

京極　紳 東京都品川区 153 4.78

株式会社日輪 東京都中央区湊３－11－６ 136 4.24

高橋産業株式会社 神奈川県川崎市川崎区浜町３－３－16 108 3.36

神奈川三菱ふそう自動車販売
株式会社

神奈川県横浜市鶴見区安善町２－１－７ 101 3.16

計 ― 2,286 71.45
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式　　　3,700

(相互保有株式)
─ 同上

普通株式　　 10,000

完全議決権株式(その他)
(注)１

普通株式　3,183,500 31,835 同上

単元未満株式　(注)２ 普通株式　　　2,800 ― 同上

発行済株式総数 3,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 31,835 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権３個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式35株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
京極運輸商事株式会社

中央区日本橋浜町１－２
－１

3,700 ― 3,700 0.12

(相互保有株式)
株式会社弥生京極社

横浜市鶴見区小野町45 10,000 ― 10,000 0.31

計 ― 13,700 ― 13,700 0.43

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,222,750 1,030,379

受取手形及び売掛金 ※1
 1,562,670

※1
 1,454,995

リース投資資産 17,689 17,689

商品 16,642 17,456

原材料及び貯蔵品 13,101 14,704

半成工事 32,152 63,799

繰延税金資産 55,556 55,576

その他 99,907 96,098

貸倒引当金 △5,347 △5,174

流動資産合計 3,015,120 2,745,522

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,969,287 2,970,232

減価償却累計額 △2,220,676 △2,246,402

建物及び構築物（純額） 748,611 723,830

機械及び装置 359,768 362,158

減価償却累計額 △245,552 △252,670

機械及び装置（純額） 114,216 109,488

車両運搬具 2,169,187 2,213,488

減価償却累計額 △1,969,974 △1,974,485

車両運搬具（純額） 199,213 239,003

土地 1,254,441 1,254,441

リース資産 414,077 422,548

減価償却累計額 △135,432 △172,230

リース資産（純額） 278,645 250,318

建設仮勘定 － 30,525

その他 188,284 188,551

減価償却累計額 △159,431 △159,366

その他（純額） 28,853 29,185

有形固定資産合計 2,623,979 2,636,790

無形固定資産 8,871 9,034

投資その他の資産

投資有価証券 851,031 761,982

リース投資資産 58,374 49,529

その他 169,065 177,751

貸倒引当金 △8,712 △8,805

投資その他の資産合計 1,069,758 980,457

固定資産合計 3,702,608 3,626,281

資産合計 6,717,728 6,371,803
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,074,019

※1
 846,676

短期借入金 866,000 785,800

リース債務 93,438 95,651

未払費用 198,847 177,391

未払法人税等 76,138 34,932

賞与引当金 97,239 97,104

その他 234,733 264,092

流動負債合計 2,640,414 2,301,646

固定負債

長期借入金 355,000 407,900

リース債務 281,938 241,132

退職給付引当金 601,459 636,394

役員退職慰労引当金 48,317 46,742

資産除去債務 65,007 65,263

その他 42,919 33,885

固定負債合計 1,394,640 1,431,316

負債合計 4,035,054 3,732,962

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 2,347,693 2,369,479

自己株式 △2,698 △2,720

株主資本合計 2,509,990 2,531,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 160,946 95,149

その他の包括利益累計額合計 160,946 95,149

少数株主持分 11,738 11,938

純資産合計 2,682,674 2,638,841

負債純資産合計 6,717,728 6,371,803
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 4,516,293 4,292,622

売上原価 4,239,150 4,023,485

売上総利益 277,143 269,137

販売費及び一般管理費

販売費 11,049 10,978

一般管理費 ※1
 217,974

※1
 224,973

販売費及び一般管理費合計 229,023 235,951

営業利益 48,120 33,186

営業外収益

受取利息 62 33

受取配当金 14,689 12,039

営業車両売却益 3,889 3,025

持分法による投資利益 1,579 1,568

補助金収入 8,525 33,026

軽油引取税交付金 1,632 1,635

その他 7,944 3,053

営業外収益合計 38,320 54,379

営業外費用

支払利息 10,372 11,383

営業車両売却損 606 －

その他 818 236

営業外費用合計 11,796 11,619

経常利益 74,644 75,946

特別損失

投資有価証券評価損 － 1,434

固定資産売却損 － 11

固定資産除却損 414 941

災害による損失 5,049 －

特別損失合計 5,463 2,386

税金等調整前四半期純利益 69,181 73,560

法人税等 37,731 41,784

少数株主損益調整前四半期純利益 31,450 31,776

少数株主利益 954 400

四半期純利益 30,496 31,376

少数株主利益 954 400

少数株主損益調整前四半期純利益 31,450 31,776

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 109,583 97,153

持分法適用会社に対する持分相当額 4,205 △2,004

その他の包括利益合計 113,788 95,149

四半期包括利益 145,238 126,925

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 144,335 126,598

少数株主に係る四半期包括利益 903 327
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 69,181 73,560

減価償却費 101,085 117,780

持分法による投資損益（△は益） △1,579 △1,568

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,960 △135

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,372 34,935

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,331 △1,575

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,027 △80

受取利息及び受取配当金 △14,751 △12,072

支払利息 10,372 11,383

固定資産売却損益（△は益） △3,283 △3,014

固定資産除却損 414 1,043

売上債権の増減額（△は増加） △2,771 107,675

たな卸資産の増減額（△は増加） △78,336 △34,064

未収入金の増減額（△は増加） △6,892 1,652

仕入債務の増減額（△は減少） 71,266 △227,343

未払金の増減額（△は減少） 11,352 △18,710

未払費用の増減額（△は減少） 1,082 △21,456

その他 18,637 12,315

小計 167,751 40,326

利息及び配当金の受取額 17,051 14,372

利息の支払額 △10,441 △11,153

法人税等の支払額 △16,795 △71,547

営業活動によるキャッシュ・フロー 157,566 △28,002

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △4,996 △5,136

有形固定資産の取得による支出 △103,120 △85,506

有形固定資産の売却による収入 7,523 10,045

その他 △7,268 830

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,861 △79,767

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △58,940 △27,300

自己株式の取得による支出 △29 △22

リース債務の返済による支出 △35,213 △47,490

配当金の支払額 △9,590 △9,590

少数株主への配当金の支払額 △100 △200

財務活動によるキャッシュ・フロー △103,872 △84,602

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △54,167 △192,371

現金及び現金同等物の期首残高 788,538 1,142,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 734,371

※1
 950,379
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果になる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 72,837千円 61,428千円

支払手形 33,424千円 8,190千円

　

　

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

役員報酬 25,820千円 33,305千円

従業員給料 78,125千円 73,135千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 814,371千円 1,030,379千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80,000千円 △80,000千円

現金及び現金同等物 734,371千円 950,379千円
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(株主資本等関係)

  　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

京極運輸商事株式会社(E04197)

四半期報告書

15/20



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,733,9981,688,387291,044244,202558,6624,516,293

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

176,62726,117 ― 413 737 203,894

計 1,910,6251,714,504291,044244,615559,3994,720,187

セグメント利益 28,105 79,283 3,530 35,470 53,605199,993

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 199,993

セグメント間取引消去 82

全社費用(注) △151,955

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 48,120

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,741,4681,639,286286,654246,300378,9144,292,622

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

167,550 2,901 ― 165 1,129 171,745

計 1,909,0181,642,187286,654246,465380,0434,464,367

セグメント利益又は損失(△) 23,988 98,681△2,007 48,637 16,589185,888

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 185,888

セグメント間取引消去 △3

全社費用(注) △152,699

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 33,186

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)

　
１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 9円55銭 9円83銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 30,496 31,376

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 30,496 31,376

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,191,756 3,191,692

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月８日

京極運輸商事株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    茂　　木　　浩　　之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　　原　　　　　健    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京極
運輸商事株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益
計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京極運輸商事株式会社及び連結子会社の平成
24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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